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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【転室】
・寺澤　隆様～Cユニット2号室→合併症室

＜患者様連絡事項＞
・菊地　未悠様～ふるしょうクリニックへ退院後の転医・継続治療の受け入れ可。
6/5（木）10：00の予定。 

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察中。開放観察中は他室侵入、他患の私物弄りあり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察中。開放観察中は飲水要求あるが頻回さはない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・井上　哲也様～終日隔離中。自室で過ごしている。逸脱行為はない。5/14から、10-12時、14-16時の時間開放指示あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察＞
・長岡　明美様～仙骨部：ブロメライン中止、他は処置継続。イソジンシュガーパスタ無くなり次第ネオヨジンシュガーパスタ（壺）に変更になります。タベジール継続処方。

・安達　貴浩様～両耳発赤、びらんあり。デルモゾールDP軟膏処置追加。他は継続。

・中村　聡様～両下肢掻痕著明。デルモゾールDP軟膏＋ガーゼ保護指示あり。

・川村　貞子様～四肢に痰紅色局面多数、落屑あり。テルビナフィンクリーム塗布。
　　　　　　　　両趾から趾間部、発赤、落屑あり。爪も混濁あり。テルビナフィン外用液塗布。

・高柳　和子様～タベジール継続処方。

・北川　ミドリ様～仙骨部の潰瘍部は上部はブロメライン軟膏塗布、下部はゲーベンクリーム塗布の指示あり。処置の際注意お願いします。背部治癒。

＜入院＞
　日　　時：令和7年5月13日　13：18　
  氏　　名：田代　實（たしろ　みのる）様
　生年月日：昭和7年8月23日（92歳）
　病　　名：混合型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr　サポート医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ｃユニット

　＜経過＞
　令和6年2月4日階段から落ちて頭を強打し八戸市立市民病院へ救急搬送され、
　脳挫傷、硬膜下血腫の診断であった。入院中はスタッフに対して怒ったり、
　リハビリを拒否する様子があり7日での退院となった。自宅退院後は興奮は
　なく入院前と変わらない生活であり15日に血腫の経過フォローで受診した際
　には血腫の改善を認めた。自宅では着替えや食事、洗身に介助が必要であり
　妻も介護が困難であったことから介護認定を申請し令和6年3月6日より施設
　に入所した。入所後より帰宅要求あり玄関前に居座り、杖を振り回して自動
　ドアを叩くといった行動がみられ、ワープロを用いて「軟禁されている」と
　いう内容のビラを作成し配るなどしていた。同月11日には女性スタッフを2回
　殴りスタッフの首をズボンのひもで締めるなどもしたため施設より精神科受診
　を勧められ当院に相談。相談後自宅へ戻り生活しているが自宅ではやはり粗暴
　行為はなかった。今後の施設再入所に備え精神科受診を希望し令和6年4月30日
　当院初診。自宅や施設での粗暴行為、易怒性の亢進、幻視等の認知症周辺症状
　を認めており、入院での治療が必要であると判断し、本日東病棟Cユニットへ
　医療保護入院となる。
